
1

Copyright © 2006 Keio University

New Education Expo 2007 in Osaka

高等教育オープンコンテンツの潮流
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オープンコースウェア（OCW)とは？

• MIT（米国、Massachusetts Institute of Technology）が2001年
に開始した、「大学の正規に提供された講義情報のインターネットでの
無償公開」
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MIT OCWの経緯

• きっかけはプロフィッタブルなe-Learningプログラム開始の可
能性検討
– 前学長Charles Vest氏が検討委員会を組織し、全学的立場で詳細
に検討

– 検討結果は「すでに機会喪失」との内容で、「ＭＩＴのポジションを生
かすにはオープンな講義情報公開が望ましい」、との答申

– Vest前学長の実施決断
– 背景にWilliam and Flora Hewlett Foundation, the Andrew W. 
Mellon Foundationの後援（＄３０M）

• 計画内容は
– 2007年までにMITの保有するすべてのコースを公開する。
– 公開する情報はシラバス、講義ノート、カレンダー・・・・・
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OCWとは（まとめ）

• （大学などの）高等教育機関が正規の講義（単位認定の対
象）として設置提供している講義の構成情報のインターネット
上での無償提供

• 基本構成情報： シラバス、カレンダー、講義ノート
• 付加的情報： 課題、定期試験、プロジェクト、講義ビデオ
• 利用条件：

– 教育目的の非営利利用に限定して使用、複製、再配布、翻訳を含
む変更が可能

– 上記利用の範囲では登録不要
– ライセンス： Creative Commons
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世界のOCW活動の現状

国際コンソーシアム設立

Consortium growth – Participation

49 schools live
44 in progress
14 affiliates      
107 total
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OCWの歴史と公開コース数
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日本オープンコースウェア・コンソーシアム
（JOCW）の現状

 第１期 (2005.5-2006.4)
日本でのOCW活動の立ち上げ

発足時の６大学およびそれに続く３大学、１機関の参加
 ６大学：大阪、京都、慶應義塾、東京工業、東京、早稲田

 ３大学：九州、名古屋、北海道

 １機関：メディア教育開発センター

 クロースドな情報交換の場：日本OCW連絡会
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JOCWの現状

 第2期(2006.4- )
 OCW活動の拡大

オープンな団体への改組と中規模な組織へ

新規加盟大学の参加（６大学、2機関）

 6大学：関西、京都精華、筑波、同志社、立命館、立命館アジア
太平洋

 2機関：AVCC、CCC-TIES
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JOCW会員団体数の推移
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JOCW全公開講義数の推移
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JOCW全OCWサイトへの訪問者数推移
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OCW関連組織と連携

＜-2006.4＞

＜2007-＞

JOCW Alliance

幹事

＜国際＞ ＜国内＞

19100
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JOCWへの訪問者の出自と割合
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各大学のOCWサイトと取り組み（大阪大学・京都大学）
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各大学のOCWサイトと取り組み（慶應義塾大学・東京工業大学）

Copyright © 2006 Keio University ｜ 23

New Education Expo 2007 in Osaka

各大学のOCWサイトと取り組み（東京大学・名古屋大学）

Copyright © 2006 Keio University ｜ 24

New Education Expo 2007 in Osaka

各大学のOCWサイトと取り組み（早稲田大学・北海道大学）
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各大学のOCWサイト（九州大学・筑波大学）
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質問１

各大学で行われている講義内容をインターネット上で公開することにつ
いてどのように思いますか（単位や学位には関与せず、非営利的な目
的を前提とします）

1. 非常に良いと思う

2. 良いと思う

3. あまり良いと思わない

4. 良いと思わない
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質問２

1. 国公私立の有名大学

2. 国公立のできるだけ多くの大学

3. 私立のできるだけ多くの大学

4. 国公私立を問わずできるだけ多くの大学

講義内容を公開する大学は、どのような規模で必要と思いますか
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質問３

1. 非常に利用したいと思う

2. 利用したいと思う

3. あまり利用したいと思わない

4. 利用したいと思わない

インターネット上で様々な大学の講義内容が見れるサイトが
あった場合、あなたご自身は利用したいと思いますか
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

gooリサーチによる認知度・期待度調査
調査実施期間：2006年12月13日～2006年12月19日
調査対象：gooリサーチ・消費者モニター
調査方法：gooリサーチを利用したWebアンケート調査
有効回答数：1050
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役に立つ
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その他

問1あなたは、大学での講義についてどのようなイメージを持っていますか。
当てはまるものを3つまでお選びください。
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

問2 あなたは、社会人になってから、研修や通信教育、スクール等で自ら進んで学習機会
を得たことがありますか

19.81%

23.33%
33.33%

6.57%

16.95%

過去に行ったことがある

現在行っている

これから行いたいと思っ
ている

過去に行ったことはなく、
これからも意向はない

まだ社会人になっていな
い
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問3 各大学で行われている講義内容をインターネット上で公開することについてどのよう
に思いますか（単位や学位には関与せず、非営利的な目的を前提とします）

62.67%

6.38% 29.52%1.43%
非常に良いと思う

良いと思う

あまり良いと思わな
い

良いと思わない

世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

問4 各大学がそれぞれの講義内容を公開することに、どのような社会的メ
リットがあると思いますか
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複数の大学の講義内容が比較できる

ひとつの分野を、多面的に学習できる

復習として利用できる

学術振興に役立つ

日本の教育水準の向上

生涯教育の促進

その他

メリットはない
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

17.24%

14.19%

3.43%64.76%

0.38%

国公立、私立の有
名大学

国公立のできるだけ
多くの大学

私立のできるだけ多
くの大学

国公立、私立を問わ
ずできるだけ多くの
大学

問5講義内容を公開する大学は、どのような規模で必要と思いますか
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

60.19%

23.33%
3.14%13.33% 非常に利用したいと

思う

利用したいと思う

あまり利用したいと
思わない

利用したいと思わな
い

問6 インターネット上で様々な大学の講義内容が見れるサイトがあった場合、あな
たご自身は利用したいと思いますか
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

81.24%

17.52%1.24%

全ての大学につい
て知っていた

一部の大学につい
て知っていた

知らなかった

問14以下の大学がネット上で講義を公開していることをご存知ですか

インターネットに日常的に接している人たちの中でも8割以上が全く知らない！！
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OCWの意義と効果

• 提供側（大学）にとっての意義

1. 知識の世紀における大学の中長期的な社会的使命としての情報
(知識)発信

2. 教育のデジタル化推進の牽引役（教員の意識改革推進）

3. 広報的価値（大学内容そのものの公開＝正しい理解）

4. 講義自体の質的な改善

• 受ける側にとっての意義

1. 社会人に対する効率的・効果的な学習機会提供手段

2. 受験生・留学希望者にとって、実際の講義内容の日常的な確認手
段の提供

3. 教育者にとって高価値・信頼性の高い教育素材の提供
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講義実体

戦略性に基づきデジタル化＋構造化＋権利処理

市場性・社会のニーズ
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フォリオ
（学習履歴）

社会人等の
継続専門教育
（知的付加
価値向上）

アドバイザ／メンタ
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アーカイブ
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By ｇｏｏ

学習者

専門人材

産業界

連携

組織融合・コンテンツ融合との関連（教育知識流通基盤の形成）
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OCWとe-Learningの連携（縦方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）
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MITにおけるOCWワークフローモデル

e-Learning共通
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組織的OCWの活用（横方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

講義ノート

定期テスト
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各大学
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Global
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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今後の展望
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-

-

家庭

塾員塾員への継続的への継続的

学習機会提供学習機会提供

フィードバック

LOMLOM SCORMSCORM


